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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに 

近年、日本貨物鉄道㈱管轄のコンテナホームにおいて中継輸送の効率改善や荷役作業の効率化、列車の増発等を目

的としたＥ＆Ｓ方式（Effective & Speedy Container Handling System）、着発線荷役が採用されている。従来これらのコ

ンテナホームには、着発荷役線の境界に大型の排水溝を設置する構造が主流であったが、排水設備の簡便化や環境面か

らヒートアイランド現象及び河川への洪水流の抑制を兼ねた透水性舗装の適用が検討されている。 

本報告は日本貨物鉄道㈱ 関西支社 新南陽駅構内において平成 10 年 9 月に行われた試験施工の追跡調査の結果に

基づき、供用性の推移について比較検討を行った。 

２．試験概要２．試験概要２．試験概要２．試験概要 
施工箇所の平面図を図-1 に示す。施工は、日本貨物

鉄道㈱ 関西支社管内にある新南陽駅構内にて、輸送形

態の変更により在来のコンテナホームへ一部増設された

箇所にて行われた。透水性舗装を施工するにあたって、

空隙率 15％、17％、20％の３種類にてすえ切り試験を実

施した結果、舗装の空隙率を 17％と20％に決定し施工を

行った。一般に、透水性舗装の適用は骨材飛散など懸念

されることから、駐車場や歩道など交通荷重の少ない場所

に適用されている。また、道路で行われている排水性舗装

についても、交差点など表層の砕石が飛散するとの報告

があるため、化学繊維（ビニロン繊維）をアスファルト混合

物に混入することで、これに対応することとした。1） 
施工された舗装構成を図-2 に示す。施工にあたっては、

上層路盤、下層路盤にも注目し、透水していくことによっ

て強度発現が見受けられる水硬性ケミカル水砕を用いる

こととし、この強度の発現性状を確認することとした。 

追跡調査の項目は、落下式たわみ測定装置である

FWD（Ｆａｌｌｉｎｇ Ｗｅｉｇｈｔ Ｄｅｆｌｅｃｔｏｍｅｔｅｒ）を用いて舗装

の構造評価と舗装の機能低下（空隙詰まりや目つぶれ）を

評価するため現場透水試験とテクスチャメータ、さらには 3

ｍプロフィールメータによる平坦性試験を行った。 

なお、追跡調査は施工直後と供用開始５ヵ月後、14 ヶ

月後の 3 回実施し、各試験項目について供用性の推移を

比較検討した。 
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図-２ 施工に用いた舗装構成 

図-1 施工箇所の平面図 
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3333．調査結果．調査結果．調査結果．調査結果    

当該施工箇所は、供用開始１４ヶ月目までの経過につ

いて、供用性の推移をみてきた。供用性の把握にあたっ

て、FWD の調査結果から得られた構造評価とテクスチャメ

ータや 3m プロフィールメータによる路面の性状評価につ

いて算出した。図-3 に排水性混合物（表、基層）の弾性係

数、図-4 に透水性ケミカル路盤材の弾性係数の推移をそ

れぞれ示す。排水性混合物の弾性係数は徐々に増加し

ており、目つぶれの影響などがありそうである。現場透水

試験による透水係数の一覧を表-1 に示す。空隙率 17％

の箇所は透水係数が低下し、目詰まりが進行していること

がわかる。空隙率 20％のものは、若干、透水係数の低下

がみられるが、大きな問題となるような劣化状況にはなっ

ていない。3ｍプロフィルメータから得られた標準偏差の推

移を図-5に示す。きめ深さについて表-2に示す。５ヵ月後

より１４ヶ月後の結果の方が良くなっている。これは５ヵ月

後が夏季のためバインダー粘度が低くなり石がねていたも

のと想定され、冬季にはこれが回復することによりきめ深さ

が異なったと考えられる。 

4444．まとめ．まとめ．まとめ．まとめ    

施工後の経過年数も少なく、引き続き供用性の推移を把

握していく予定である。概ね良好な経過を示しているものと

考えており、大規模貨物ヤードの排水性舗装の適用性に

ついて一定の方向性を見出しているものと考えている。 

また、ケミカル水砕についても強度発現が遅いものの、こ

の面は、早期に強度発現がなされるように、促進剤を加え

ることで解決できる見通しも立っており、使用に差し支えな

いように改善できた。2）  さらに、現在、大阪近郊の安治川

口駅では、河川への放流が不可能なため、同様の透水性

舗装+排水構造物を設置しており、一部の雨水をおよそ

500 ㎡程度に一箇所ずつ集水井戸配置をすることで一層

の排水能力を確保することを試た。この手法についても引

き続き推移を見ていくこととし、機会を得て報告を行うことと

したい。 
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測点 施工直後 5ヵ月後 14ヶ月後

400ｍｌの流下時間　（ｓ） 5.26 7.88 38.25

透水量　（ｍｌ/ｓ） 1141 761 157

透水係数　（ｃｍ/ｓ） 3.51E-01 1.15E-01 4.67E-03

400ｍｌの流下時間　（ｓ） 5.18 7.45 19.57

透水量　（ｍｌ/ｓ） 1158 805 307

透水係数　（ｃｍ/ｓ） 3.62E-01 1.28E-01 1.80E-02

400ｍｌの流下時間　（ｓ） 4.91 6.69 5.92

透水量　（ｍｌ/ｓ） 1222 897 1014

透水係数　（ｃｍ/ｓ） 4.03E-01 1.59E-01 1.96E-01

400ｍｌの流下時間　（ｓ） 4.85 6.31 6.22

透水量　（ｍｌ/ｓ） 1237 951 965

透水係数　（ｃｍ/ｓ） 4.13E-01 1.79E-01 1.77E-01

20％-30ｍ

17％-10ｍ

17％-30ｍ

20％-10ｍ

表-1 透水係数の推移一覧表 

図-3 排水性舗装の弾性係数の推移 

図-4 透水性ケミカル路盤材の弾性係数の推移 

17%-10m 17%-30m 20%-10m 20%-30m

施工直後 5.39 5.51 9.06 8.97

供用開始5ヵ月後 1.77 1.32 2.05 1.90

供用開始14ヵ月後 4.73 5.11 5.5 5.4

【単位：（σ）mm

表-2 舗装のきめ深さ推移一覧 

図-5 ３ｍプロフィルメータによる標準偏差の推移 

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

施工直後 供用開始5ヵ月後 供用開始14ヵ月後

平
坦

性
（
σ3

ｍ
）

  （
m

m
）

測線1（17％）

測線2（20％）

0
1000
2000
3000
4000
5000
6000
7000
8000
9000

空隙空隙空隙空隙 17％％％％ 空隙空隙空隙空隙 20％％％％ 全体全体全体全体

弾
性

係
数

（
Ｍ

Ｐ
ａ
）

弾
性

係
数

（
Ｍ

Ｐ
ａ
）

弾
性

係
数

（
Ｍ

Ｐ
ａ
）

弾
性

係
数

（
Ｍ

Ｐ
ａ
）

施工直後施工直後施工直後施工直後 ５ヶ月後５ヶ月後５ヶ月後５ヶ月後 14ヶ月後ヶ月後ヶ月後ヶ月後

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

空隙空隙空隙空隙 17％％％％ 空隙空隙空隙空隙 20％％％％ 全体全体全体全体
弾

性
係

数
（
Ｍ

Ｐ
ａ
）

弾
性

係
数

（
Ｍ

Ｐ
ａ
）

弾
性

係
数

（
Ｍ

Ｐ
ａ
）

弾
性

係
数

（
Ｍ

Ｐ
ａ
）

施工直後施工直後施工直後施工直後 ５ヶ月後５ヶ月後５ヶ月後５ヶ月後 １４ヶ月後１４ヶ月後１４ヶ月後１４ヶ月後

-181- 土木学会第56回年次学術講演会（平成13年10月）

V-090


